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は し が き

医学の進歩とともに平均寿命も延び、世界一の長寿国といわ
れて久しく、生活水準もますます上昇する反面、生活習慣病の
増加や核家族化によるお年寄りの介護の問題は深刻化しており
ます。平成12年度より介護保険制度が施行されて、ようやく高
齢者の介護は地域ぐるみで取り組むことになりました。
介護保険制度により医療療養病床、老人保健施設、介護福祉

施設など、また介護支援センターや訪問看護ステーションは、
地域の中に溶け込んで活躍し始めております。21世紀は「看護、
介護の時代」といわれておりますが、民間病院の実態はまさに
そのとおりであり、生活の自立ができない高齢者や病気の後遺
症で、障害を残した人々の介護は、看護師、看護補助者が中心
になって、高齢者のＱＯＬを高め、ケアの質の向上を図るべく
努力をしなければなりません。
『医療現場入門』は、1996年の初版より、看護補助者研修会で
も好評を得ておりますが、看護補助者の皆様や、研修会などに
お役に立てれば幸いと考えております。
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千葉県民間病院協会 看護師長会会長 狩野 浩子
（柏戸病院 看護部長）



改訂8版発行にあたって

千葉県民間病院協会では1995年から毎年看護補助者研修会を開催
しております。
私たち看護管理者の思いは、千葉県の民間病院の医療の質の向上

を図るために、医師、看護職だけでなく、看護補助者の教育は欠か
せないと言う思いで年2、3回の研修が始められたと伺っています。
又、この看護補助者のための医療現場入門も改訂8版目となりまし
た。医療の現場で働く上で必要な事が盛りだくさん書かれていま
す。看護管理者の方々が協力し作成しました。いつでも手に取って
仕事に活用して頂きたいと思います。
現在の医療はチームで患者様やご家族へ関わる事が当たり前の時

代です。それぞれの職種が専門職の知識や技術を出し合い、より良
い医療ケアの提供を行う事が求められています。看護補助者の方の
一人一人が自己を成長させながら生涯学ぶ姿勢を忘れずプロ意識を
持って仕事をして行ってほしいと思います。この方に会えて良かっ
たと思われる人に成長していって下さい。

一般社団法人 千葉県民間病院協会

看護管理者会会長 伊藤 恵美
（公益財団法人日産厚生会 佐倉厚生園病院 看護部長）
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＜執筆担当者一覧＞

（本会看護管理者会前会長竹内美佐子・第4章

看 護 部 長）（佐倉厚生園病院伊藤 恵美・第3章

看 護 部 長）（初 石 病 院中村美代子・第2章

看護部統括部長）（平 和 台 病 院菊地 薫・第1章

（平 和 台 病 院菊地 薫・第8章

看護部顧問）（五 井 病 院牧田 京子・第7章

看 護 部 長）（佐 倉 中 央 病 院纐纈真砂美・第6章

総看護師長）（九十九里ホーム病院青木 和代・第5章

現 顧 問）

（千葉県民間病院協会 看護管理者会)

看 護 部 長）（平 山 病 院分枝 一枝・付 章

事 務 局 長）（千葉県民間病院協会三浦 昇・第9章

看護部統括部長）

一般社団法人 千葉県民間病院協会 看護管理者会

（九十九里ホーム病院青木 和代常任幹事

看護部統括部長）（平 和 台 病 院菊地 薫〃

看 護 部 長）（初 石 病 院中村美代子副 会 長

看 護 部 長）（佐倉厚生園病院伊藤 恵美会 長

（山 之 内 病 院中豊留美恵子〃

看護部顧問）（五 井 病 院牧田 京子〃

看 護 部 長）（北習志野花輪病院松尾たつみ〃

看 護 部 長）（佐 倉 中 央 病 院纐纈真砂美〃

総看護師長）

看 護 部 長）（平 山 病 院分枝 一枝〃

看 護 部 長）



看護・介護部門における
看護補助者の役割分担

病院とは

「病院」とは、医師または歯科医師が、公衆または特定多数人のた
め、医業または歯科医業をなす場所であって、20人以上の患者を入
院させるための施設を有するものをいう。病院は、傷病者が科学的
でかつ適正な診療を受けることができる便宜を与えることを主たる
目的として組織され、かつ運営されるものでなければならない。
「診療所」とは、医師または歯科医師が、公衆または特定多数人の
ため、医業または歯科医業をなす場所であって、患者を入院させる
ための施設を有しないものまたは19人以下の患者を入院させるため
の施設を有するものをいう。
1 病院の目的

① 診断、治療、看護を行う
② 医学の研究
③ 教育訓練
④ 公衆衛生
2 病院の使命

病院は、医療を社会に提供する「場」であり、人の健康にかかわ
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る全過程に対して科学的に支援する。つまり、医療の専門家が優れ
た医療技術をもって患者を治療し、人々が心身ともに健康で豊かな
生活が営めるようにする場である。医療の主役は患者・地域住民で
あり、その個人的・社会的ニーズを先取りして的確に応じることが
病院の使命である。
すなわち、個人的ニーズとしての、
① 健康を保持し、より増進したいというニーズに対しては、「病
気の予防や健康教育を実施する」

② 病気になっているか否か、病気であればそれはどのような病
気で、どのような治療が必要で、その後はどのようになるのか
に対しては、「正確な診断とその情報を的確に患者に伝え理解
を得る」

③ 適切な治療を受けて早く元気になりたいという患者のニーズ
に対しては、「早期に適切な医療を実施する」

④ 病気が治ったら、健康体で早く社会に復帰したいという患者
のニーズに対しては、「社会復帰に向けてのリハビリテーショ
ンを実施する」

などの使命がある。
また社会的ニーズとしての、

① 地域住民の疾病による生産性能力低下を防止したい、健康に
恵まれた地域社会をつくりたいというニーズに対しては、「健
康管理・衛生医療を向上させる」

② 救急を要する疾病・災害から地域住民を守るというニーズに
対しては「救急医療を充実させる」

③ 疾病・災害による地域住民の生活困窮を援助するというニー
ズに対しては「社会福祉の充実のために貢献する」

などの使命がある。
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